
ラグビー新潟リーグ 
 ２０１２年度の新潟県社会人・クラブリーグは、５月２０日～１１月２５日の６ヶ月間をか                                                   

けて、県内９チームが新潟市、長岡市内の会場で計２５試合の熱戦を繰り広げしました。 

 今年度は、レンタル制度や各試合でマンオブザマッチ（最優秀選手）を選出するなど、                             

新潟独自の新たな取り組みで大変盛り上がりました。 

 県内ラグビーをさらに発展させるため、あなたの力が必要です。学校を卒業して何を                                 

しようか悩んでいるあなた、もう一度楕円球を追ってみようと思っているあなた、私たち                                 

ラグビー新潟リーグの仲間が心よりお待ちしております。 

【参照】 

2012年順位：チーム名（所在地） 

①主な練習場（練習日） 

②部員数（年齢層） 

③連絡先（氏名、電話番号、ﾒﾙｱﾄﾞ） 

④チームの歴史・成り立ち 

⑤チーム紹介（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ） 
新潟県ラグビーフットボール協会  http://nrfu.boy.jp/ 

ラグビー新潟リーグ公式ブログ  http://clubrugby.blog.fc2.com/ 

勝敗のみで語り尽くせない価値がある 

１位：ラガービアーズＲ．Ｆ．Ｃ(新潟市) 
①新潟県立青少年研修センターほか 

②30名(20～64才) 

③清水宏通(090-9746-5142，broadway@v102.vaio.ne.jp) 

④1976年創立、多くが素人という状況での立ち上げでした。 

⑤いわゆるOBチームではありませんので、特定の母体はありま

せん。新潟でRugbyをやりたい、Rugbyに関わりたいという方なら、

経験の有無に関係なく、どなたでも大歓迎です。新規加入の未経

験者が、ビアーズで立派に公式戦デビューしてます。老若男女、

出身地域・国籍問わず仲良く楽しいRugbyをしています。その中で

少しでも上をめざし、向上心を忘れずに頑張っています。楽しい

Rugbyというスポーツを一緒にやりましょう。※詳しくは

http://1711301.team.jrfu-members.com/ 

２位：オール医学部（新潟市） 
①付属小学校グラウンド、新潟大学五十嵐キャンパスグラ

ウンド他（火、木、土） 

②２３名（１８～２９歳） 

③高野駿（090-4378-9788，623pand1@gmail.com） 

④昭和９年に、後藤喜一、若林忠雄ら昭和11年新潟医科

大学卒業の面々により創部。 

⑤学生中心の雰囲気のいいチームです。部員のほとんど

が大学からラグビーを始め、経験は少ないですが社会人

リーグ、東日本医科学生総合体育大会での優勝を目指し

て練習に励んでいます。部員大募集中です。私達と一緒に

最高の学生生活を送りましょう。 

３位：オール上越（上越市・上越教育大学） 
①上越教育大学グラウンド（月、水、金、土） 
②28名（19才～37才） 
③脇本奈央（080-5512-7015，imhp.39@ezweb.ne.jp） 
④昭和62年9月25日に大学にラグビー部が創設。 
⑤教育実習や講義が多い中でも、全員楽しく本気でラグ
ビーしています。全ての 
試合に全力で挑みます。 

４位：長岡ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ(長岡市) 

①長岡市北部運動公園、他（日曜･午前） 

②３０名（１８～５５才） 

③田辺真太郎(090-6453-5776、zutto2-rugby@softbank.ne.jp） 

④1975年に創設された長岡市唯一の社会人ラグビーチーム

です。部員は社会人、学生と幅広く在籍しています。 

⑤学生、社会人が年齢の枠を超え、激しく楽しいラグビーで県

リーグ優勝を目指し活動しています。 

私たちと一緒に優勝を目指してラグビーをしましょう!!※詳しく

はhttp://nrclub.blog46.fc2.com/ 

⑥飲み会、BBQ等のグラウンド外の活動も充実しています!! 

決勝戦ハイライト                                                                        

１１月３日（祝）、東北電力スタジアムで行われた決勝戦は、ラガービアーズが

オール医学部を２４－１９で破り、優勝を決めた。８０分間、ビアーズはFW、医

学部はＢＫ展開とそれぞれ持ち味を発揮し、逆転につぐ逆転の息をのむ試合と

なった。ビアーズは１７－１９と医学部にリードされた後半３３分、相手ゴール前

１０ｍで得たペナルティーをＰＧを狙わずＦＷ戦を選択。数的有利をつくり出した

ところでＢＫに展開し、ＦＢ寺尾が中央にトライ。これに対し医学部は、残り５分

間をビアーズ陣内Ｇ前で攻め続けたが、あと一歩及ばずノーサイド。マンオブザ

マッチはビアーズＦＢ寺尾、医学部ＦＢ三浦がそれぞれ選ばれた。 


